
      

授業参観・懇談会ご参加ありがとうございました 

先週 11日（金）、授業参観・懇談会を行いました。各学年、お家の方々に見てもらおうと、一生懸命

に頑張る子どもたちの姿があり、微笑ましく思いました。4年生では「三川内焼」の絵付け体験学習も

あり、親子でにぎわっていました。親子で考えたり、触れ合ったりした学年も多く、子どもたちにとっ

てもうれしい一日になりました。 

また懇談会では、2年生担任の吉弘先生が保護者の皆様と初の顔合わせ。皆様の温かい雰囲気に感動

しておりました。各学年、子どもの学校の様子や家庭での様子、発達段階での悩みなど積極的な意見交

換がなされ、保護者の皆様と学校とがありのままの子どもたちと向かい合い、心を一つにしていこうと

思いを共有することができました。寒い中、またお忙しい中、時間を割いて学校にお出かけいただき、

皆様方のご協力に心より感謝いたします。 

さて、次回 2月が最後の参観日となります。今年度は残念ながら例年 11月に行っておりました学習

発表会が実施できませんでした。2月の参観日（1～5年は 16日、6年は 26日予定）には 1年間のまと

め的な発表になると思います。ただし、残念ながら新型コロナ感染症の状況が心配されますので、場合

によっては中止となることも考えられます。ご理解ください。 

 

交通安全県民運動 

12月 15日（火）から 24日（木）は、年末の交通安全県民運動が実施されています。下直谷の横

断歩道では、毎日交通指導員の杉本和紀様にお世話になっています。また、福井交番の深堀様や保護

者の皆様にも、寒い中、子どもたちの登校の見守りにご協力いただき、心より感謝申し上げます。こ

の期間中に限らず、日頃より見守り活動をしていただいている方々にも、心より感謝申し上げます。

本校の地域の状況として、秋～初冬には猿やイノシシが出没することが少なくなく、心配です。特

に、朝見かけたとの情報を耳にすることもありました。皆様のご協力のおかげで、子どもたちが安全

に登下校できております。ありがとうございます。 

これからも、子どもたちの登下校の見守りへのご協力、どうぞよろしくお願いいたします。お時間

がある方は、交通安全運動期間に限らず、体力・健康維持増強のために、お子様とのウォーキングを

楽しまれてはいかがでしょう？ 
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吉井歴史探訪⑥ 

 【直谷城址（長崎県文化財指定） ❺直谷城の攻防】 

                

 直谷城は、23 号で述べた通り、自然の地形を利用し

て守りに非常に有利なつくりとなっています。 

 戦国時代、豪族同士の争いからこの城も 3度の攻防

戦の舞台となりました。 

 

明応 4年（1４９５年） 

城主純昌のとき、竜造寺氏（佐賀）と大村氏（大村）

の連合軍に攻められ、純昌は五島に逃れたのち家臣に

背かれて打たれました。この戦で直谷城を陥落した竜

造寺軍が梶木場から上志佐に帰るとき、梶木場の原野

（刀の越）で休息をしていたところ、直谷の残党が急襲

して激戦となり、多数の戦死者が出ました。同地にそ

の時を物語る墳墓「千人塚」が今も残っているそうで

す。 

この後、田平城主峰昌が志佐氏の名跡を継いで、志

佐氏は「御厨氏系」から「峯氏系」へ移行したそうです。 

 

永正 10年（1513年） 

 純次が城主の時、平戸の松浦興信（おきのぶ）に攻め

られ、城を包囲されました。実は興信は純次の長兄で

す。純次の下には弟の純忠がいて、純次と純忠の諍い

に兄の興信が絡んできたという構図です。しかし、こ

の戦いは 1日で和睦しました。これについて「大曲記」には次のように書かれていたそうです。 

 「大手口においての合戦で、互いに宗徒の侍は討死」 

攻防戦を経ての和睦でした。 

 

永禄 6年（１５６３年） 

 城主純量（すみはる）の時に、平戸の松浦隆信に攻められて、籠城ののち落城しました。 

 純量は 10 日間にわたり籠城（志佐物語より）しましたが、そのさなか多くの家臣が城主の純量に離反し

て敵に降ったため、純量はやむなく相神浦（あいのうら）に脱出し、直谷城は落城しました。 

 松浦隆信の一代記「印山記」には、この時の様子が書かれているそうです。印山記によると、「首は百余

り、生け捕りは 50人・・・」 

 

遥か昔、この地において血なまぐさい攻防が行われていたのですね・・・。 

 次回お知らせする「姫落としの伝説」は、この時のお話です。 

                     （参考；和田氏の話及び著作「直谷城と安徳天皇伝説」） 

 

新型コロナウィルス対応に関する学校での取組について 

市内で新型コロナ感染症のクラスターが発生し、佐世保市の警戒レベルはフェーズ３に引き上げら

れました。これに伴い、本校でもウィルス対策を次のように強化しています。ご協力をお願いいたし

ます。 

※ マスクの着用は、授業中は勿論（体育以外）、休み時間、登下校も確実に行う。 

※ 手洗いと消毒をさらに徹底する。 

※ 校外学習、校外の方を招いての学習は、原則中止とし、実施する場合には工夫して行う。 


